
 

                    

   

  

 

 

     

 

 カナダのバンクーバーで開かれている冬のオリンピック。16日に行われたスピードスケ

ート男子 500メートルで、長島選手が見事銀メダルを獲得。 

 池田高校 OBが 3人も出場するという快挙に加え、今大会日本に初めてのメダルをもたら

しました。 

競技当日、午前 8時から、田園ホールでパブリック・ビューイングが行われ、300人近

い町民が応援を繰り広げました。マスコミの注目度も凄さまじく、多くのテレビカメラ、

新聞記者が大挙して来町。 

 最初に滑走したのは、太田選手、2番目は及川選手、3番目は長島選手。いずれの選手の

時にも田園ホール内はもの凄い盛り上がり。1 回目を終えて 6番手につけていた、長島選

手が、2回目では最高タイムをたたき出し、トータルで見事 2位に。大きな重圧をはねの

けての完璧な滑りでした。 

 オリンピックが始まる前から、池田町は全国から注目されていましたが、銀メダルが確

定してからは、更にそれがエスカレート。十分すぎるアピールです。 

 残念ながら、力を出しきれなかった、及川、太田の両選手にも大きな拍手を送りたいと

思います。 

4年に一度、オリンピックと云う国際舞台での活躍。日本中を歓喜の渦に巻き込んだ 3

名の活躍に、池田町民は元気をもらいました。本当におめでとう・・・・・・ 

 また、長島選手は、スピードスケート男子 1,000 メートルにも出場。500メートルに続

くメダルが期待されましたが、スタート時のトラブルもあり、残念な結果となりました。 

 いずれにしても、銀メダル獲得は素晴らしいことです。マスコミで長島選手の活躍が伝

えられるたびに、「池田高校、池田町出身」の言葉・活字がクローズアップされ、「池田」

の名前が全国に響き渡りました。長島選手は 4 年前、トリノの悔しさをバネにした銀メダ

ルです。 

 町内では、記念の商品発売、記念イベントなどで快挙を盛り上げています。更には、商

業部会が記念売り出しを企画、全町挙げてのお祝いムードになっています。 

 

 

 

 



 

 
  

         

 長島選手銀メダル確定。歓喜の瞬間！             読売新聞の号外 

    (写真提供：池田町) 

 

      

      田園ホールでの応援(太田選手)                      田園ホールでの応援(及川選手) 

                ※いずれの写真も池田町から提供いただきました。     

                          

  「お菓子のかほり」さん記念菓発売             「お菓子の小松」さん記念菓発売 

 

 



                                       

   商工会正面にもお祝いのパネル               北洋銀行お祝いのパネル 

 ※役場にもお祝いの懸垂幕が掛けられています。 

 

個人情報保護法に関する講習会開催！ 

  商業部会主催による、個人情報保護法に関する講習会が開催されます。 

 日程等は下記のとおりです。詳しくは、同送の案内文書を参照してください。 

  

 1.開催日時  平成 22年 3月 23日(火)  午後 7時～8時 30分 

 2.開催場所  商工会館 2階 会議室 

 3.テ ー マ  「個人情報保護法の概要と対応策について」 

 4.講  師  (株)クリエーティブ・マネジメント  

        中小企業診断士 野崎晴行氏 

 5.参 加 料    無料 

 6.申込期限  3月 12日(金)まで 

        ※同送の申込書にてお申し込みください。 

 

 

 2月 21日(日)、池田町田園ホールで「池田町女性フェスティバル」が開催されました。 

商工会女性部では、フリーマーケットコーナー、飲食コーナーに参加をしました。 

        

     フリーマーケットの様子                お似合いですよ! 

 



 

 1月 25日、イルミネーションコンテストの表彰式が商工会館で行われました。来賓として、勝井町長

にも出席をいただき、各賞の表彰を行いました。 

 各賞入賞者につきましては、商工だより 12月号ですでにお知らせしていますので、省略をします。 

 

         

  主催者を代表して稲守青年部長の挨拶               入賞者の皆さんと記念撮影 

 

 十勝池田税務署より、下記のお知らせが来ています。(全文掲載) 

■ 申告書は、自分で作成して、お早めに！ 

 ■ 平成 21年分の所得税〔住民税及び個人事業税〕の確定申告の受付は平成 22年 2月 16日(火) 

から始まっています。 

所得税〔住民税及び個人事業税〕の確定申告の受付は平成 22年 3月 15日(月)、消費税及び 

地方消費税(個人事業者)の確定申告の受付は平成 22 年 3月 31日(水)までです。 

確定申告書は、「前年の申告書控え」や「確定申告の手引」などを参考にご自分で作成し、お 

早めに提出してください。 

また、確定申告書は、国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】の「確定申告書等作成コー

ナー」で簡単に作成することができるほか、作成したデータをそのまま e-Taxに送信することができ

ます。 

作成した確定申告書は、郵送等により提出できます。 

税務署の申告会場にお越しの際には、印鑑、「前年の申告書控え」及び確定申告に必要な書類を

ご持参ください(前年、税務署などの会場でパソコンを利用して申告された方で、「お知らせはがき」

が届いている方はそのはがきも持参してください)。 

詳しくは、十勝池田税務署(015-572-2171)へお尋ねください。 

* 税務署の閉庁日(土・日曜日、祝日等)は、税務署での確定申告の受付は行っておりませんので、

ご注意ください。 

■ 便利な e-Taxを是非ご利用ください！ 

■ e-Taxは、インターネットができるパソコンがあれば、税務署に出かけることなく、国税に関す 

る各種手続(所得税などの申告、全税目の納税及び各種申請・届出等)を自宅などから行うことが 

できます。 

① 国税庁ホームページからの電子申告 

  自宅から国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用して、e-Tax に送信す 

ることができます(確定申告書等作成コーナーは「確定申告特集ページ」からご利用くださ 

い)。 

  

http://www.nta/


② 最高 5,000円の税額控除 

   平成 21 年分の所得税の確定申告を本人の電子署名及び電子証明書を付して、申告期限内に 

   e-Tax で行うと、所得税額から最高 5,000円の控除を受けることができます(平成 19年分又 

は 20 年分の確定申告で本控除を適用された方は、控除できません)。 

 ③ 添付書類を提出省略 

   所得税の確定申告を e-Taxで行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容 

(病院などの名称・支払金額等)を入力して送信することにより、これらの書類の提出又は提 

示を省略することができます(確定申告期限から 3年間、書類の提出又は提示を求められるこ 

とがあります)。 

 ④ 還付金がスピーディー 

   e-Tax で申告された還付申告は早期処理しています(3週間程度に短縮)。 

 ⑤ 24時間いつでも利用可能 

   所得税の確定申告期間は、24 時間 e-Taxの利用が可能です。 

   この機会に是非 e-Tax をご利用ください！ 

  手続き等の詳しい内容は、e-Taxホームページ【http://www.e-Tax.nta.go.jp】をご覧ください。 

 

 

 人事院、国税庁では、平成 22年度国税専門官の募集を行います。 

 詳細は下記のとおりです。 

◎受験資格 

 1.昭和 56年 4月 2日から平成元年 4月 1日生まれの者 

 2.平成元年 4月 2日以降生まれの者で次に掲げる者 

  ①大学を卒業した者及び平成 23年 3月までに大学を卒業する見込みの者 

  ②人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認める者 

 

◎申込受付期間 

  平成 22年 4月 1日(木)から 4月 14日(水) 

     (郵送分は 4月 14日までの通信日付印有効) 

 

◎第 1次試験 

  1.試験日   平成 22 年 6月 13日(日) 

    2.試験種目  教養試験・専門試験(多技選択式)、専門試験(記述式) 

    3.合格発表日 平成 22 年 7月 6日(火) 

 

◎第 2次試験 

  1.試験日   平成 22 年 7月 20日(火)から 7月 27日(火)のうち指定する日 

  2.試験種目  人物試験、身体検査 

 

◎最終合格者発表 

  平成 22年 8月 20日(金) 

     ※不明な点は、札幌国税局人事第 2課採用担当(TEL 011-231-5011 内線 2315)にお尋ねください。 

 

http://www.e-tax.nta/


所得税及び消費税確定申告個別相談のお知らせ 

 平成 21年分決算及び確定申告個別相談を下記のとおり開催します。ご利用ください。 

 1.日 時 第 1回目 平成 22年 3月 4日(木)  14：00～17：00 

      第 2回目 平成 22年 3月 11日(木)   14：00～17：00 

 2.場 所 池田町商工会館 

 3.講 師 干場慎也税理士事務所 干場慎也先生 

 

  

 平成 21年分の確定申告がスタートしています。商工会へ決算事務代行を委託されている事業者の 

皆さんや、今後事務委託を希望される事業者の方、棚卸や帳簿の整理等決算の準備はお済みですか？ 

 事務局では、計画を立てて決算事務を進めていますので、まだ、提出がお済みでない方は、早めに関 

係書類を整理して提出くださるようお願いいたします。 

 

 

  プレミアム商品券の最終換金日が迫ってきました。 

    ３月３日(水)が最終です。 

     ※換金もれはありませんか？ 最終換金が終了後、銀行の臨時当座預金口座を閉鎖します。 

    お手元に未換金商品券はありませんか。今一度確認をお願いします。 

 

《コラム》 

 45年前、18歳の私は高校を卒業。帯広への就職も決まり、ウキウキした気分でしたが、朝早く通学列車

に乗るため、お昼の弁当を作る暇がありませんでした。 

 そんな折、開店してまもない「マスヤパン店」で毎日の昼食用パンを買うのが私の日課でした。 

 その頃は道路事情(車道はアスファルトでしたが)も悪く、店の中はとてもきれいとは言い難いものでした。

石炭ストーブの燃える店内でパンを食べる人、買って帰る人など沢山の人で賑わっていました。 

 そんな店内で汚れた白衣のおじさんが石炭ストーブを取り替えたり、パンの補充をしたり、またある時は 

原料の小麦粉の袋を抱えて店の奥へ運んで行く・・・・こんな仕事をするのだから白衣が汚れるのも無理

はないと自分自身で納得したものです。(後で解ったことですが、その方が経営者でした) 

 昔の店舗は現在花屋になり、時々花の時期には覗いてみる。 

 今回、「JA農村女性の日」の講演者がマスヤパン社長の杉山さんとのこと。参加して講演を聴く。両親の

意思をしっかりつなぎ、十勝の地産地消にこだわったパンづくりを続けていること、また、60日間各国を旅

し、パンを食べ続けたこと。若い社長さんならではのユーモアを交えたお話で、とても楽しいひとときでした。  

講演の中で、池田産の「つくねイモ」と小豆、小麦粉で作ったパンの試食がありましたが、「モチモチ」した

食感でとても美味しく感じました。早く販売をしてほしいですね・・・・ 

(F・A)  

                                    



 

 
 

    2月 

         26日  1丁目地区懇談会               於 香味屋 

        観光・サービス部会              於 商工会館 

  27日 冬まつり                   於 まきばの家 

  28日 冬まつり                   於 まきばの家 

   

    3月 

        2日 スタンプ会理事会               於 商工会館 

   3日 プレミアム商品券最終換金日          於 商工会館 

   4日 北海道商工会連合会臨時総会          於 札幌市 

      確定申告個別指導               於 商工会館 

   5日 工業部会                   於 商工会館 

     9日  十勝管内商工会臨時総会・会長会議       於 帯広市 

       11日 確定申告個別指導               於 商工会館 

 


